
別添え 

 

１ 「おぼれる」事故 

⑴ 救急搬送人員の推移 

東京消防庁管内 1）では、平成１９年から平成２３年 2）までの６月から９月に発生した「おぼれる」

事故 3）により、年間平均約１８人、合計９１人が救急搬送されています（図 1）。 

 

1）東京都のうち東久留米市、稲城市、島しょ地区を除く地域（東久留米市は平成２２年４月１日より東京消防庁管内） 
2）平成２３年中は暫定値です。 

3）事故発症時動作が「溺水・入水」のうち、「自損」、「浴槽での溺水」を除きます。 

 

 

 

 

⑵ 月別救急搬送人員（平成１９年から平成２３年まで） 

月別にみると、７月と８月に搬送人員が多くなっています（図２）。 
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図１ 「おぼれる」事故による年別救急搬送人員（６月～９月） 

図２ 月別救急搬送人員  

（人） 

（人） 



⑶ 事故発生場所別の救急搬送人員 

「おぼれる」事故が発生している場所では、河川が５７．１％、プールが３４．１％と高い割合を

占めています（図３）。 

 

      

 

⑷ 年齢区分別による発生場所の割合 

９歳以下ではプール、河川のほかに、ビニールプール、池でも事故が発生しています。 

１０歳代から５０歳代では河川や海での事故が５０％を超えていますが、６０歳代ではプールで

の事故が最も多く、６６．７％を占めています（図４）。 
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図３ 事故発生場所別の救急搬送人員 

 

図４ 年齢区分別による発生場所の割合 



⑸ 年齢区分別による搬送人員と初診時程度の割合 

年齢区分別に見ると、９歳以下がもっとも多く、次に１０歳代となっています（表１）。 

    初診時程度では、入院の必要があるとされる中等症以上の割合が全ての年齢区分で４０％以上と

なっており、全体では６３．７％となっています（表１、図５）。 

バーベキューで飲酒した後に水に入った等、飲酒が「おぼれ」の一因と推測される事故により、

９人が救急搬送されています。３０歳代では飲酒していた割合が全体の４０％となっています。飲

酒後の入水は、思わぬ事故につながることがあるのでやめましょう。 

 

表１ 年齢区分別搬送人員  

年 齢 区 分 軽 症 中 等 症 重 症 重 篤 死 亡 丌搬送 小  計 
中等症以上

の割合 

９歳以下 ７ １０ ５ ６ － 3 ３１ 67.7% 

１０歳代 ８ ６ 3 ２ 2 １ 22 59.1% 

２０歳代 ３ ２(1) － － － － ５(1)※ 40.0% 

３０歳代 ５(1) １ 2(1) ５(4) 2 － 15(6) 66.7% 

４０歳代 １ － １ 1 － １ ４ 50.0% 

５０歳代 － 1 － ４(1) － － 5(1) 100.0% 

６０歳以上 ４ １ ２(1) 2 － － ９(1) 55.6% 

総  計 2８(1) 2１(1) １３(2) ２０(5) 4 5 ９１(9) 63.7% 

※ （ ）内の数値は、飲酒が関係しているもの  

  

軽 症：軽易で入院の必要がないもの 

中等症：生命の危険はないが、入院の必要があるもの 

重 症：生命の危険があるもの 

重 篤：生命の危険が切迫しているもの 

死 亡：初診時に死亡が確認されたもの 

 

 

図５ 初診時程度別割合 
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２ 「おぼれる」事故以外のプールでの事故 

  プールでは「おぼれる」事故だけではなく、プールサイドで滑って転んだり、ぶつかったりして救

急搬送される事故が多く発生しています。 

 

⑴ 「ころぶ」事故 

ア 月別程度別救急搬送人員 

平成１９年から平成２３年までに、プールに係る「ころぶ」事故により３２０人が救急搬送さ

れています（図６）。プールサイドやプールの階段等が水に濡れて滑りやすくなっているため、

注意が必要です。 

 

 

 

イ 年齢区分別程度別救急搬送人員 

    年齢区分別では９歳以下が１４１人と最も多く、次いで６０歳以上が８９人となっています。

６０歳以上では入院が必要となる中等症と診断される事故が３６．０％となっています。（図７） 
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図６ 月別程度別救急搬送人員（ころぶ） 

図７ 年齢区分別程度別救急搬送人員（ころぶ） 
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⑵ 「ぶつかる」事故 

   年齢区分別程度別救急搬送人員 

    プールでは「ぶつかる」事故により９５人が救急搬送されています。９歳以下が２９人、１０

歳代が３０人となっており、全体の６割を超えています。プールに飛び込んで遊ぶことも多い年

代ですので、周囲にも注意を払う必要があります。 

 

 
 

 

３ 事故事例 

 

 概      要 

１  

 マンションのベランダで、５歳と３歳の兄弟が家庭用のビニールプールで遊んでいた際、

母親が１～２分間目を離した隙に、３歳の男児がプールに沈んでしまった。（３歳男児 中

等症） 

２ 
川遊びをしていた２歳の女児の姿が見えなくなったことに母親が気づいて探したところ、

川で流されているのを発見した。（２歳女児 重篤） 

３ 
３８歳の男性が、河川敷で友人たちとバーベキューをし、飲酒後に川に入って遊泳してい

たところ、水没した。（３８歳男性 重篤） 

４ 
保育園の園庭で簡易プールで遊んでいたところ、園庭上に敷いたビニールで滑って転倒し

前額部を打撲した。（４歳男児 中等症） 

５ プールサイドで足を滑らせて転倒し、顔面を受傷した。（６３歳男性 中等症） 

６ 
プールの授業中に潜水し泳いでいたところ、飛び込みをした他の人とぶつかって首を受傷

した。（１４歳男性 中等症） 

７ 
プールで泳いでいたところ、対面から泳いできた他の利用客とぶつかり、肩を受傷した。

（７６歳女性 中等症） 
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４ 河川・河川敷では他にもこんな事故が！！ 

 

○ ５歳男児が川で遊んでいて、蛇を捕まえようとして腕をかまれた。（軽症） 

○ １２歳男児が河川敷で遊んでいて、蜂に刺された。（中等症） 

○ １４歳男児が友人と河川敷で釣りをしていて、友人が投げたルアーの針が頭頂部に刺さった。

（軽症） 

 

５ 事故を防ぐために 

 

(1) 小さい子どもと一緒に水遊びをする際は、子どもから目を離さず、保護者や大人が必ず付き

添って遊びましょう。 

(2) 子どもが泳いでいる時は、プール等に監視員がいる場合でも油断することなく、目を離さな

いようにしましょう。 

(3) 飲酒後や体調丌良時には遊泳しないようにしましょう。飲酒後に遊泳しようとしている人が

いたら、周りにいる人は遊泳をやめさせましょう。 

(4) 海や河川では気象状況に注意を払い、荒天時や天候丌良が予測される場合は、遊泳や川岸等

でのレジャーは中止しましょう。 

(5) 海辺や河川で遊ぶ際は、ライフジャケットを着用するなど、事故の未然防止に努めましょう。 

(6) プールの周りは滑りやすくなっているので、走ったりせず、注意して歩きましょう。  

 

 

 


